
科
な
ど
、
主
に
精
神
的
な
問
題
を
扱
う
診
療

科
と
間
違
っ
て
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
神
経
内
科
は
脳
、
脊
髄
、
神
経
、

筋
肉
に
生
じ
る
病
気
を
対
象
と
し
ま
す
。
症

状
と
し
て
は
、
手
足
の
し
び
れ
、
力
が
入
り

に
く
い
、
ふ
ら
つ
く
、
歩
き
に
く
い
、
し
ゃ

べ
り
に
く
い
、
も
の
が
二
重
に
み
え
る
、
頭

が
痛
い
、
手
足
が
震
え
る
、
け
い
れ
ん
、
も

の
忘
れ
、
意
識
障
害
、
筋
肉
の
萎
縮
な
ど
多

彩
で
す
。

　

具
体
的
な
疾
患
名
を
挙
げ
る
と
、
脳
血
管

障
害
（
脳
梗
塞
）、感
染
症
（
脳
炎
、髄
膜
炎
）、

変
性
疾
患
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
小
脳

変
性
症
、
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン

病
）、
脱
随
疾
患
（
多
発
性
硬

化
症
）、
末
梢
神
経
障
害
（
ギ

ラ
ン
・
バ
レ
ー
症
候
群
、
糖
尿

病
性
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー
）、
認

知
症
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知

症
）、
頭
痛
（
片
頭
痛
、
緊
張

型
頭
痛
）
な
ど
、
中
に
は
あ
ま

り
な
じ
み
の
な
い
病
気
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
当
科
で
は
こ
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当
院
の
神
経
内
科
専
門
外
来
は
、
平
成
14

年
6
月
よ
り
常
勤
体
制
と
な
り
、
現
在
ま
で

熊
野
貴
規
（
神
経
内
科
専
門
医
・
指
導
医
）

が
診
療
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年

5
月
13
日
、
当
院
の
一
診
療
科
と
し
て
正
式

に
標
榜
さ
れ
ま
し
た
。
診
療
時
間
は
、
毎
週

月
、
水
、
金
の
午
後
の
週
3
日
で
す
。
な
お
、

平
成
28
年
4
月
よ
り
月
曜
日
の
み
福
井
大
学

病
院
神
経
内
科
か
ら
の
協
力
医
師
と
の
2
診

体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
神
経
内
科
と
は
ど
ん
な
病
気

を
扱
う
診
療
科
で
し
ょ
う
か
。
一
般
の
方
に

は
ま
だ
ま
だ
な
じ
み
が
薄
い
よ
う
で
、
精
神

れ
ら
の
疾
患
に
対
応
可
能
で
す
。

　

神
経
内
科
診
療
で
重
要
な
事
は
、
ま
ず
病

歴
を
詳
細
に
聴
取
す
る
事
で
す
。
的
確
な
問

診
に
よ
っ
て
、
神
経
疾
患
の
8
割
は
診
断
が

つ
く
と
さ
え
言
わ
れ
ま
す
。
問
診
後
、
神
経

学
的
診
察
に
よ
っ
て
、
神
経
系
の
ど
こ
に
病

気
が
あ
る
の
か
を
推
定
し
、
検
査
で
確
認
す

る
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。
問
診
や
神
経

学
的
診
察
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ

の
過
程
が
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
よ
う
に
心

が
け
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
診
療
を
行
う
中
で
感
じ
る
事
は
、
認

知
症
の
患
者
さ
ん
が
急
増
し
て
い
る
、
と
い

う
事
で
す
。
あ
る
認
知
症
治
療
薬
の
使
用
量

を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
こ
10
年
で
10
倍
以
上

に
増
え
て
い
ま
し
た
。
認
知
症
の
患
者
さ
ん

は
今
後
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
た
め
、
当

科
と
し
て
も
認
知
症
診
療
を
今
ま
で
以
上
に

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

アルツハイマー型認知症（海馬の萎縮：萎縮の強い
部位が赤色で示されます）VSRADという解析方法
で、脳の萎縮を客観的にみることができます。

神経内科の診察に用いる道具です。



人工透析室

透析中の患者さんへ個別に対応

　当院の人工透析室は平成13年2月に開設されま
した。開設当初は15床でしたが新病院移転後は
30床となり、広々とした治療環境で、透析治療
を中心とした血液浄化療法を行っています。午前
の部（8時30分～）と夜間の部（17時～）の治
療体制のもと、現在は約60名の透析患者さんが
通院されています。

　私は平成15年入職時から人工透析室に在籍し、
平成28年7月に透析看護認定看護師の資格を取得
しました。患者さんが、安全で安楽な透析治療が
受けられるように、日々透析治療中の看護実践に
取り組んでいます。また、一人ひとりの患者さん
の身体状態に合った、質の良い透析治療が受けら
れるように、医師・臨床工学技士・管理栄養士な
どの専門職と協働しながら透析治療業務を行って
います。
　毎週月曜日午後は腎臓内科専門医による腎臓外
来を開設しています。腎臓外来では、腎不全を伴
う糖尿病患者さんや腎臓病の患者さんが定期的に
通院されています。腎不全の進行を少しでも抑え
るには、内服治療や食事療法、日常の生活管理が

とても大切になります。そのことから患者さん
個々の状態を確認しながら、必要な情報や生活調
整に対するアドバイスなどを伝えたりしています。
　透析患者さんや家族は、長期にわたる療養生活
の中、生活管理を行っていく辛さや様々な合併症
の問題や不安を抱えます。透析治療と共にその人
らしい生活が継続できるようにサポートをしてい
くことが透析室看護師の大きな役割になります。
患者さん一人ひとりの生活や気持ちに寄り添いな
がら看護を実践していきたいと思っています。
　また、腎不全患者さんに対する治療選択などの
サポートについても力を注いでいきたいと考えて
います。そして丹南地域における基幹病院として、
質の高い看護サービスの提供ができるよう努めな
がら、地域の透析施設との連携を高め腎不全看護
の向上が図れるよう、日々努力していこうと思っ
ています。
　今後とも、どう
ぞ宜しくお願い致
します。

主任看護師 藤野陽子

透析看護認定看護師について
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居宅介護支援事業所

訪問看護ステーション

　2016年9月より、既存の地域医療連携室に

入院支援部門が加わって『地域包括医療推進部　

地域医療連携室』となりました。他医療機関と

の連携を担当する前方支援、入院される患者

さんの説明や情報収集・病床管理を行う入院

支援、地域に帰られる患者さんを支える退院

支援の3つの役割を担っています。

　入院支援部門では、これまで外来の一部で

予約入院される方への説明をしていましたが、

連携室内にコーナーを設け、時間をかけゆっ

くりと説明をし、患者さんの不安の軽減に努

めています。

地域医療連携室が
リニューアル

地域医療連携室 ● 坪田喜久子室長


